
 

 

平成２６年度スーパーグローバルハイスクール構想の概要 

 

指定期間 ふりがな ひょうごけんりつひめじにしこうとうがっこう ②所在都道府

県 
兵庫県 

26～30 ①学校名 兵庫県立姫路西高等学校 

③対象学科

名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 普通科 ８４０名 

１年：２８０名（７クラス） 

２年：２７９名（７クラス） 

３年：２８１名（７クラス） 

普通科 ８０ ８０ ８０  ２４０ 

⑥研究開発

構想名 
リベラル・アーツプロジェクト ～世界に飛翔するグローバル・リーダーの育成～ 

⑦研究開発

の概要 

語学力に加え、高度なコミュニケーション能力と発信力、幅広い知見と国際的素養を持

ち、主体的かつ積極的に世界で活躍するグローバル・リーダーを育成するため、人文科

学・社会科学・自然科学の各分野を深く学んで身につけた高い専門性を基盤に、発展的

に学ぶ、課題研究や海外研修等の教育国際プログラムなど、３年間を通した発展的な教

育システムを研究開発する。 

⑧

研

究

開

発

の

内

容

等 

⑧
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全

体 

(1) 目的・目標 

国内外の小中高校・大学・企業・関係機関等と連携し、「知」の創造、養成・育成の視点

から、国際的視野・感覚、発信力、問題解決能力等、グローバル化に対応し得る資質・能

力を生み出す教育システムの研究開発を通して、グローバルな「知」の拠点づくりに取り

組む。 

(2) 現状の分析と研究開発の仮説 

本校は、日本で最初に認定された世界遺産の１つ姫路城が建つ姫路市に設置された、創

立１３６年を迎える全日制普通科高校である。兵庫県西部のトップ進学校として地域に信

頼されている。豊かな人間性と幅広い学力を兼ね備え、将来リーダーとして国際社会や地

域社会に貢献できる人材の育成を目指している。生徒はバイタリティに溢れ、質の高い文

武両道を目指して取り組んでおり、多くの部活動で全国大会や近畿大会に出場している。 

今後、グローバル化が急速に進んでいく現状にあって、トップ進学校としての本校には、

豊かな国際性と高度な問題解決能力・コミュニケーション能力・発信力等を備え、国際的

に活躍しようとする、より高い志を持った人材を輩出する使命が課せられている。そこで、

大学・企業・姫路市等と連携し、同市も抱えるグローバルな社会・ビジネス課題の解決に

向けた研究やグローバル人材育成に資する研究を行うことで、地域社会に貢献する一方、

グローバル・リーダーを生み出すグローバルな「知」の拠点校として人的資源の開発や人

材育成のシステムづくりを担う。  

①「知」の創造として、世界遺産姫路城を活用した課題研究等により、課題設定の俯瞰力、

論理的思考力・問題解決能力等の育成。 

②「知」の育成として、海外の高校や大学との連携、地域資源の活用による国際交流事業

の実施による語学力・コミュニケーション能力・発信力等の育成。 

③「知」の養成として、英語プレゼンテーション・ディベートによる国際的視野・感覚等

の養成。 

④「知」の拠点として、地域の大学、高校との研究活動等によるキャリアプロジェクトを

実践し、拠点づくりをめざす。 

(3) 成果の普及 

①ＳＧＨ課題研究フォーラムの開催  ②国際交流フェスティバル等における政策提言 

③小中連携行事における発信 ④高校学力向上推進プロジェクト事業研究発表大会の開催   

⑤学会・研究発表大会出場  ⑥研究報告冊子の発行等 
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課

(1) 課題研究内容 

「知」を創造する国際戦略の研究。具体的には、「世界都市の構築とネットワーク化」「ビ

ジネスのグローバリゼーション」「持続可能な国際社会の構築」「歴史ツーリズムと国際観



 

 

題

研

究 

光開発」という４つの枠組みのなかで、生徒一人ひとりが「グローバル都市デザイン」「サ

ービスビジネスの国際戦略」「循環型グローバル社会の構築」「世界遺産を核としたグロー

バル都市づくり」等の課題テーマを設定する。 

(2) 実施方法・検証評価 

①大学との連携による「世界都市の構築とネットワーク化」の研究 

②大学・企業との連携による「ビジネスのグローバリゼーション」の研究 

③大学との連携による「持続可能な国際社会の構築」の研究 

④大学・関係機関との連携による「歴史ツーリズムと国際観光開発」の研究 

 課題研究については、ハーバード大学・西オーストラリア州立大学・地域の３県立高校

（加古川東高校・龍野高校・姫路東高校）等とも連携する。また、課題研究を深めるため、

課題研究講演会を実施する。 

検証評価は、評価指標を設け感想文やアンケート、ポートフォリオ等に基づき、生徒・

保護者・地域の人々・関係者等の変容を評価するとともに、運営指導委員会を活用した外

部評価を実施する。 

(3) 必要となる教育課程の特例等 

平成２７年度より「知の総合」類型を開設し、当該生徒に次の特例を適用する。 

①学校設定科目「知の探究Ⅰ」「知の探究Ⅱ」「知の探究Ⅲ」により「総合的な学習の時間」

を代替 

②学校設定科目「国際人文科学」（国語総合１単位減単）「国際社会科学」（現代社会１単位

減単）「地域資産と国際性」を設置 

なお、平成２６年度入学生から「総合的な学習の時間」の課題研究の中で、「国際人文科

学」「国際社会科学」「地域資産と国際性」を選択し、先行実施する。 
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上

記
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(1) 課題研究以外の研究開発の内容・実施方法・検証評価 

①ハーバード大学、西オーストラリア州立大学との研修・交流等による国際交流戦略プロ

ジェクトの研究 

②学会・研究発表大会における英語のプレゼンテーションやディベートによるグローバル

教育プロジェクトの研究 

③地域の小学校・中学校・高校・大学と連携したキャリアプロジェクトの研究 

検証評価は、評価指標による評価に加え、運営指導委員会を活用した外部評価を実施。 

(2) 課題研究の実施以外で必要となる教育課程の特例等 

平成２７年度より「知の総合」類型を開設し、当該生徒に次の特例を適用する。 

学校設定科目「国際英語活用」「英語プレゼンテーション」（コミュニケーション英語Ⅰ

１単位減単）「コミュニケーションデザイン」「国際英語研究」「アカデミックライティング」

を設置 

なお、平成２６年度入学生から選択により「国際英語活用」「英語プレゼンテーション」

「コミュニケーションデザイン」「国際英語研究」「アカデミックライティング」を課題研

究以外として取り組み、国際的素養を育成する教育課程の研究を行う。 

(3) グローバル・リーダー育成に関する環境整備，教育課程課外の取組内容・実施方法 

①学会・研究発表大会における英語のプレゼンテーションやディベートによるグローバル

教育プロジェクトの研究（再掲） 

②地域の小学校・中学校・高校・大学と連携したキャリアプロジェクトの研究（再掲） 

⑨その他 

特記事項 

①兵庫県教育委員会所管の「魅力あるひょうごの高校づくり推進事業～インスパイア・ハ

イスクール～」理数教育重点指定校（Ｈ２２～） 

②兵庫県教育委員会所管の「高校学力向上推進プロジェクト事業」指定校（Ｈ２４～） 

③活動内容は、ＨＰ及び西高ＳＧＨ通信・白城会（同窓会）通信により広報する。 

 


